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V繍曲線のみが類購ノ戯〆く，・溝の獅漸碗鋭1＞解

析繭購え・れぬ窪）の（例、鵬慧），（ll）電§緯7）葺開，ノ荊に
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撫暴靭綴癖螺乏藩》．l／る、1・鱗麟｝地，膨こ細．麟耀至ll、，藁一縮．耀課にぜ

携鮒三の卿、1．韓従鰐）て，養『り紙瀬の推監縄葉蒙は実際の溝

造の第礪職瀬麟窪鍍簿やや1雑il鰍賜疇ら靱，1際

撚は二茎1麟であ懲｛）轟を等価賂 構　篇1無換えた礁亘馨は

擬異麟。1三を承摩こ、・を考慮慕入れ恐と，均〆、難匿7性の層

継．浅扱／琉箒蚤層グ）痴癬の櫟脚鎌欝馨融淡度よ1「異ミ

く解析されてい鵜と考」摘y・燧であろう．／，〆かレ，　驚

地重．建内においては，至礪，構成鑑謝麟抑／l嬢蹴轟

難異！壱［よノ1粉紅，．い｛．〉の㍗／、鼠発・　　　　　　く隻

に近い櫨1を藷きもめと考えられるので，燃《マ撫黙メン跳効
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驚号、井の　㌔樹図紅箆られ驚）よ警に，、ξ麟疑！，搬繕
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あり，こ、の挟擁縢のため懇” ．）灘麟騨鮒　め齢1擦

定されることもあ晒る馴ぴあろう、、地域東部の戯1階斜

部において、，烈構造の／響鱗，す禰ち“騨続蘇1
縫解析に、、勲つ1て推定された溝慧度が，瓢ト難蜘であ！穿，

呂K董および黛　彬ぴ晒、検1難雛から知駐，｝れている第至
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騰、題，痩潮 （矯無め1自蕪！題等が影響し』ぐ起つたも礁撚ぎ

え　れ添が塾・今ξ犠暴難摯臨を解明す懇難醗1で1載！、／、擦デた
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図麟脚乃㍗、驚／二，忠、実険、録．る麟獅嫡綴識、／漁
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大ili砕摩擁勿に1饗わ．1し恐ま馨拶1二》．建無暮滅1紅，おけ添騰葺　麟の　　麟こついて（轟資1鐸，耀費麟ノ駆i蓋罵詳醤懸駆、1，ぎ卿，難こ）

夢繋こノ㌧る紅タ総．薫烈ち鮮落31擁蹴）1騰影築婁1羊を麟i欝歪欝こ圭ニヒ蟻交“するなら

1「£夢～7鷺＄慮1撫藩釜のA鷺／黛諜6（）r織醤’聡び）髭撫線ゲ）、．1二㌃響播霞オく選菰

プ磐侮ぴ）イ蔑蓼饗聾撒よノ唱）｝ぐ壌黛じノごも¢）情ぴある菰と／汰1粥ら方森び

あ婆ラ　 蓑1論角瞬サテに鶏鍍凡で警な》・v熱呂曲繕亀であるさご半i糞辮さ

れ、贔，、も丸㎡も，この曲線の．上昇を構造の錘、諺一齢景醸の反映

とみ．なして象　 嚢杓薙奉／諦をほどこ壌咄ならは’婁　霧・ら壽等ノ鶏季薄1鞍

断1鰍1強実体と／　金、く異なるものとなってしまう，　なお第

翌驚醸iの7／く馨嘱柴鍵iの発潅携くを」翠叡、1颪筆　v置9墨曲藷、賦）A鷺〆黛鷲

姦（）鵬ず・舞、猛ぜ）曲藩姦の．1鱗よ舞窪誘く蕊1宏／驚造難、よる爵還繕蔑の釜蝋赤て1罫

あるとする質的解垂釈は麟や、蕪ちでない瀧とが ｝恐，、、菰紛

種の羅みをうけた実測麟線に対／』ご　附解析を行ない弊

館）離を求めよ鷲摩灘雛には・断罐の瓢嫌釈
の粛果齢基づいて．．1ソ1お、凱び下層の比抵航纏雛峯綻／脚．磐

認みをうけてい癒いと灘えられ恐曲線部分についてのみ

解析蕉行なうべきで識　藷　う、　例えば，　v肇1鷹　婆曲線に対

L、て1愈簑　！緩1め角峯瀞縫に糞蕪〆．5き鉾 ／／lを4慕葱露蝶織1弩タト，　晒下！、1

を黛．§蕊差痛鷺嚢義1蕉に｛反芝歓季　麟講の ド1降膏鐸4）壽継cノ）曲腿

≦藝こよつて解析し、・きおお、斯ぐの深度の駐嶺を付け馨のが

妥幽であ愚と筆者・／塞湾え恐。、なお，　v量騒墨曲線のよう

に響募の／愈な1汰ブεL．レ・も¢〉をヲ　こ¢ン．数うな£轡瞬騨（構渠督針じ

て得られた。界瀬の深度は　　芸がプくきく磁度の悪い繕フので

ある鳳とは避けられない．　Vl＄嚢および驚の羅、鎌泉につ

いても筆藩ギらはi／室馨試釦夢／嬢をナ讐㌔・ず‘ぐ界涯簾の譲濤壽礁，よそ¢〉繕嚢

腰を推定し，唱穿雛澤蛮でに第川薙に1入／、、、ておいた“とこ

ろで，このようにして解析し，てえられ配界晦の｝影1瞥度が精

度のよいものとなる1総めには婁　。1二讐下叢導．）比抵抗櫨1がi緩

i’毒糞群培燈によ鷲）て罫三㌧・く｝麺めらオ亀てい懇必醤要ゆミあ恐、、ぞrの

ノζめに／叢爵、i瓜蝉下／l窪）舞二藝翠ヲ覧顎麹婚＆爆欝或〆黛下欝一丁一穿詫に／呆たれ〆

て》・恐こおカ＆鍵．叢まL．マ・こと嘔である鼎　も乳げも，　饗謙歓1）．．1二・

触自1、フ1“殴t鷲鷲充報墾7憾耀擁痴擁芙　・鷺Wび菱〉恐な　尋讃筆　．

けていないV£勾．／ll線が譲罐構 造とし、て比較的器二遍凱解

翻さ才しるぱ’湊“）卒びなく磐イ粥え．捧　V慧S離i講鶏葬葵義罷みをう蓉

てマ・∫撫とし』ぐも夢　薫．、二霧をうけてマ・なマ涯勢翼ランに〆〉マ・て角華夢テ

ーず恐こ乙と紅、歎“　　騨隷緯）溜簿　 業寿、毒“），飢レ遷，聾甕で打奪、轍ξ

才1〆燈は摩識景である。　もちろノレ糞　この灘　薯翼　翼熱みをうけて㌔・

な㌢・灘1拳襲至羅ランを暴鯖ず拝鯵離づ哩恐4潔・膿釜漆輩凌るぜジぴ漢　その，歎う

な推驚麟確からし零1こ，／7ニブぐ1織られた界l！llの傑度の確

膜強汰蠕藩舞iぎ恵、磐落ζみの1籔聾饗：と／　量に、諏鷲ブぐ／i／蒙｝那景婆墾§ξ暴

ぎLる、き攣詳鎌1の、．ヒピ下／鱒に、よ贋）1で》つくらオ竃、恐雲簾縫き載養　更

映するV至講曲線の1．要部、7曇疑溢み逡うけてい凝）　緊に

は，餐戴鷺誌離、た携黛建鐘の黍．楽蕪惣霊も頒）とも鰍し▽・ものとな纂慕

　このように実測v賂i・縫、1線が多少な1）とも非成／ 構義鷺

（不輪欝効果）によ診釜みをうけている場合には実測、ノll講
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1ごく　毒　墨／1，鞍〆てヤ・恐こ二と力叢鐸騒繋へ噸≦畷翼i，よ　ミ，簿舞ゼ㌧才し，深i）、。，　し

たがつて，．雛1の勲瞬蟻抗犠麺》変動は熱～澱、Ω一懲墾範麟虹
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